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　表紙の写真

町長歳時記
Pick Up News
　第 38 回 朝日町生涯学習推進大会
特集
　この町で、はたらく
町政スポット
　・12 人の農業委員が新たに決定
　・教育委員に桑原誠さん選任　　ほか
町内開催 各種大会の入賞結果
長岡輝美さんがアメリカ合衆国で書道を披露
各種スポーツ大会・文化コンクール等の入賞結果
まちレポ
　・おおやクリスマス会
　・宮宿小５年生がお米販売　　ほか
我ら地域活性化起業人
町立図書館コーナー 特別拡大版
それいけ協力隊とウサヒ
健康あさひるばんざい、朝日町の神社と御堂
戸籍のまど、となりのリンゴさん
昨年の大谷風神祭の動画公開
いつでも運動ができる場所を
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「祈り合う」ということ
～人のために祈ることの尊さ、

そして素晴らしさ～
　
　兵庫県西宮市で西田こどもクリニックを開
業されている小児科医である西田仁先生の「祈
り合う」というお話に、とても興味を惹かれ
ました。
　～「子どものころ、私のお祈りはお願いで
あった。ご利益を願っていたのである。『サン
タさんが来ますように』や『遠足の日が晴れ
ますように』などである。ところが高校生の時、
学校の朝礼で『君たちのほとんどは将来きっ
と結婚するでしょう。おそらくそのパートナー
になられる方は、もうすでにこの世に生を受
けて、今現在この世界のどこかで暮らしてい
るはずです。どうか君たちの生活の中で、一
日に一分でもいいから、まだ見ぬそのパート
ナーの幸せを祈る時間を作ってみてください』
と話されました。～いつの日か出会うはずの
パートナーの幸せを祈るというお話は、スッ
と私の胸に入ってきました。以来、私は『こ
の世のどこかにいるはずの将来の私のパート
ナーは、今日すてきな一日を過ごせましたで
しょうか。どうぞ彼女の明日が幸せな一日で
ありますように』 とお祈りするようになりま
した。～まだ見ぬ人の幸せを祈ることで、他
者のために祈る時間をもつことは、不思議と
自分の心に平安をもたらすようになりました。
～ 15 年前、教会で結婚式を挙げた時、隣に
いる妻を見て『あー、この女性が高校生から
ずっと祈っていた女性なのだ』と、感慨深かっ
たのを覚えています。」～
　なんと素敵な話でしょう。名前も知らない、
顔も知らない将来の自分のパートナーの幸せ
をずっと祈って来た時の、心のときめき、心
の鼓動。それらがいつしか心の平安となって、
自分の心をも支え続けてくれたことでしょう。
　人のために祈り合う時間を持つことができ
れば、優しさに包まれ、いつしかきっとその
祈りが叶えられる時が来るのでしょう。

2026

2今月の注目情報Pick Up News

　２月１日、Asahi
自然観スノーパーク
でスキー場まつりが
開催されました。
　表紙は、その催し
物の一つ、人が乗っ
たチューブそりを押
して的に止める“狙っ
て狙ってチューブそ
り”に参加した親子を
撮影したものです。
　まつりの間は雪が
降り続いていましたが、家族や友達と一緒に楽しそ
うに過ごす参加者の表情が印象的でした。

（15ページに関連記事有)

記念講演講師：
元読売ジャイアンツ名内野手
野球解説者・野球評論家

２月 22 日
開会：午後１時 30 分
会場：創遊館
● 入場無料　● 予約不要
篠塚氏によるトークショーをはじめ、子どもたちの
絵画・書道、各地区の公民館活動や文化教室会員に
よる展示・発表を行います。ぜひご来場ください。

▶問合せ先 教育委員会 教育文化課 ☎６７- ２１１８

日

プロフィール
千葉県生まれ。千葉県立銚子商業高等学校２年の 1974 年に夏の
甲子園で優勝。1975 年には、当時の読売ジャイアンツ（巨人）監督・
長嶋茂雄氏に指名され、ドラフト 1 位で入団。通算成績は 1651 試
合出場で、打率 3 割 4 厘、1696 安打、92 本塁打、628 打点。
1994 年に引退し 1995 〜 2003 年・2006 年～ 2010 年は
巨人一軍コーチ、2009 年には WBC 日本代表の
コーチを務めた。

名内野手・篠塚和典氏

朝日町へ !!

ステージ発表
● 着付け教室　● 民謡歌謡教室
● キッズダンス教室

フォーラム展示
● 生涯学習活動の紹介
● 小中学生の絵画、書道などの入選作品展示
● 各自治公民館報の展示
● 中央公民館、地区公民館の活動紹介
● 文化教室展示発表

華道教室・刺し子教室・書道教室・クラフト教室・
茶道教室・健康料理教室

● 文化教室活動紹介

篠塚 和典 氏

第38回 朝日町生涯学習推進大会
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　　特集　この町で、はたらく

　
皆
さ
ん
は
、
令
和
６
年
度
の
転
出
者
の
約
７
割
が
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者
で
あ
り
、
そ
の

多
く
が
進
学
や
就
職
に
よ
る
も
の
だ
と
ご
存
知
で
す
か
。（
参
考
…
朝
日
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
）

　
朝
日
町
に
は
高
校
・
大
学
が
な
い
た
め
、
進
学
に
よ
る
若
者
の
転
出
が
多
く
な
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
課
題
と
な
る
の
が〝
い
か
に
地
元
に
戻
っ
て
も
ら
う
か
〟〝
い

か
に
朝
日
町
を
選
ん
で
も
ら
う
か
〟。
そ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
町
で
働
く
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
町
内
事
業
所
で
働
く
人
を
紹
介
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
町
内

の
仕
事
が
持
つ
魅
力
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

将
来
を
考
え
る
子
ど
も
た
ち
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

　
令
和
６
年
に
朝
日
中
学
生
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
下
グ
ラ
フ
）
で
は
、

「
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
町
に
な
る
た
め

に
必
要
な
も
の
は
何
で
す
か
」
と
い
う
問

い
に
対
し
、「
も
っ
と
自
分
の
や
り
た
い
仕

事
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
町
内
に
あ
る
こ
と
」

と
回
答
し
た
生
徒
が
１
割
。
ま
た
、「
将

来
や
り
た
い
仕
事
は
何
で
す
か
」
の
質
問

に
は
、
約
３
割
の
生
徒
が
「
ま
だ
分
か
ら

な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

若
者
に
町
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、

働
く
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
深
め
た
上
で
、
町

の
事
業
所
な
ど
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

求
職
者
と
企
業
、
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み

　
町
に
は
働
く
場
所
が
な
い
―
―
。
こ
の

言
葉
は
、
若
者
が
町
を
離
れ
る
要
因
と
し

て
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
一
方
で
、
事
業
所

が
人
を
募
っ
て
も
応
募
は
少
な
い
の
が
現

状
で
、
多
く
の
事
業
所
が
人
手
不
足
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
求
職
者
が
抱
え
る
悩
み
は
、
理
想
の
職

種
や
賃
金
水
準
な
ど
の
ほ
か
に
〝
町
内
事

業
所
の
魅
力
や
具
体
的
な
情
報
を
知
ら
な

い
〟
こ
と
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町
で
働
く
人
の
声
で
想
像
を

　
現
在
、
町
内
で
働
く
人
は
、
な
ぜ
数
多

く
あ
る
選
択
肢
の
中
か
ら
朝
日
町
を
選
ん

だ
の
で
し
ょ
う
。
今
回
お
聞
き
し
た
「
な

ぜ
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
の
か
」「
働
い
て
感

じ
る
や
り
が
い
は
」
…
…
。
日
々
の
仕
事

を
振
り
返
る
中
で
語
ら
れ
た
そ
の
言
葉
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

この町で、はたらく
これからのことを考える若者たちへ

私たちはこう思う 令和６年６月に朝日中学校全校生徒を対象に行った
“ 地方創生に関するアンケート ” の結果（一部抜粋／ 113 人中 106 人回答）　

Q．�住み続けたいと思える町になるために必要な
ものは？（３つ以内を選択／上位５項目）

Q．�これからもずっと朝日町に住み続けたい（進学で一度は
出たとしても戻りたい場合を含む）と思いますか？

　小さい頃に重機に乗せてもらったことが思い出深く
残っており、操縦にも憧れがありました。また、父と
祖父も大東建設で働いていて、作業着姿を見て育った
ため大東建設は昔からとても身近な存在でした。
　工業系の学校出身でなかったので、全く知識がない
状態からのスタートでした。現場の施工管理を行って
いますが、同世代の仲間が増えているものの、年上の
方にも指示を出さなければならず、入社当初はコミュ
ニケーションをとることに苦労しました。また、工事
の種類が多く、覚えることも多いので日々学ぶことば
かりです。悩むことが多い分、工事を終えたときは達
成感でいっぱいになります。この先何十年と残り、地
図にも刻まれるのは、この仕事の一番の魅力で大きな
やりがいです。
　厳しいこともありますが、地元ならではの人とのつ
ながりを感じたり、町外から通う社員さんと日常的な
会話ができたりと、楽しく働けています。

　高校を卒業してから 10 年近く地元を離れていたた
め、いつかは地元に貢献したいと思い、任期満了に伴
い自衛隊を退職して当社への就職を決めました。主に
現場管理を行っており、現在は朝日自然観のコテージ
改修工事に携わっています。
　気象条件に左右されて予定どおりにいかない点が、
外仕事ならではの大変さではないでしょうか。そのよ
うな中で、何もないところから形を生み出せることが、
この仕事の魅力です。町外の現場で砂

さ ぼ う え ん て い

防堰堤（渓流の
流れを調整し、下流の住宅などを災害から守る施設）
を一から建設した際も、非常に大変な工事でしたが、
その苦労の分、完了後には大きな達成感で満たされた
ことが思い出深く残っています。
　私はこの業界に入ってからまだ日が浅く、ほかの人
よりスタートも遅いです。先輩たちの姿を見ながら、
多くの経験を積み、早く仕事を覚えられるよう努めて
いきます。

菊地 翔悟さん（夏草／勤続４年 10 カ月）村山 幸路さん（助ノ巻／勤続２年８カ月）

建設業
大東建設株式会社

建設業
村山建設株式会社

“ずっと残る”から自慢もできる一から生み出す魅力を胸に

大東建設株式会社
朝日町大字宮宿 777 番地の 1

● 事業内容
総合建設業

（土木・建築工事、舗装工事 など）
● 問合せ先

☎ 67-3101 または 公式ホームページ▶

村山建設株式会社
朝日町大字宮宿 190 番地

● 事業内容
総合建設業

（土木・建築工事、舗装工事、水道施設工事 など）
● 問合せ先

☎ 67-3135

\ 事業所情報 /\事業所情報 /
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　　特集　この町で、はたらく

　自宅や子どもが通う学校から近く、“ やまがたスマ
イル企業※” の認定企業であることが決め手となり、
入社しました。
　同じ作業を繰り返すのではなく、手先を使う細かな
作業から大きな機械を操作する作業まで、さまざまな
工程に携われるので、ものづくりの達成感が得られま
すね。また、生産性よりも品質を重視しているので、
納得がいくまでこだわれることが当社の魅力であり、
やりがいにつながります。慣れない姿勢で行う作業は
大変ですが、先輩方が面倒を見てくれるので、つらい
とは感じません。子育てのサポートも手厚く、家族と
の時間も十分にとれるため働きやすい職場です。
　今はまだできることが少ないので、もっと多くの作
業をできるように頑張ります。機械だけでは表せない、
手作業だからこそ生み出せる味を大切にし、いつかは
一つの製品を一人で作れるようになりたいですね。

　小さい頃、祖父母によく面倒を見てもらっていまし
た。大きくなったらその恩返しがしたい、そして地元
に貢献したいという思いから理学療法士になり、ふれ
あい荘への就職を希望しました。現在はデイサービス
を利用している方のリハビリや、身体状況に合わせた
用具の提案を通して、今できていることを続けるため
の体力づくりをサポートしています。
　限られた環境の中で、一人ひとりの体の状態や住宅
環境に適した、さらに本人やご家族が希望するサポー
トを考えることは難しいですね。しかし、リハビリを
受けた方から「体力がついてきたよ」「体を動かすと
気持ちいいね」と言っていただけると励みになります
し、大きなやりがいを感じます。
　大変なこともありますが、先輩職員の皆さんに声を
かけてもらったり、手伝ってもらったりと、優しく支
えてもらいながら働けています。

　日東ベストは、ゼリーやクレープが小中学生の頃の
給食に出ていたこともあって、子どもの頃から身近に
感じていました。
　現在は、年齢や障がいなどにより、咀

そしゃく

嚼や嚥
え ん げ

下が難
しい方に合わせた食品（硬さ調整食）を製造していま
す。製品に異物が混入すると命に関わる場合もありま
すので、衛生管理には細心の注意を払っています。生
きていく上で欠かせない食事を、いつまでもおいしく
楽しいものとして、多くの人に届けられることにやり
がいを感じています。また、社員食堂も楽しみの一
つです。自社の冷凍食品も使われており、毎日おい
しくいただいています。
　地元企業ですので、入社前からの知り合いが多く、
今も気軽に働けていますし、入社時に緊張しすぎること
もありませんでした。これからもさまざまなことを学び
ながら、製造作業をなんでもできるように頑張ります。

　高校生のときの看護体験を機に、看護師を目指すよ
うになりました。進学し、大きい病院で実習を受けま
したが、淡々と業務をこなすことになじめず、就職活
動で悩むようになりました。そんな中、大学の先生に

「地域の病院ならさまざまことを考えながら働けるよ」
と勧められ、朝日町立病院を希望しました。
　現在は、看護業務のほか、患者さんが退院後も自分
らしく生活できるよう、本人とご家族の希望のすり合
わせやサービスの調整などを、関係者の方々と話し合
いながら行っています。大変に思うこともありますが、
患者さんと親しくなれたり、退院後も元気に過ごして
いると話を聞いたりすると、頑張って良かったとやり
がいを感じます。
　まだまだ迷惑をかけることもありますが、引き続き
先輩看護師の方々に業務を教わりながら、一人前にな
れるように頑張りたいです。

髙橋 雪華さん（栗木沢／勤続１年６カ月）東海林 まなみさん（大谷第四／勤続７年10カ月） 髙橋 仁さん（水本／勤続３年 10 カ月）森 星梨さん（山形市／勤続 10 カ月）

製造業
株式会社アサヒ技研

福 祉
特別養護老人ホーム ふれあい荘

製造業
日東ベスト株式会社 大谷工場

医 療
朝日町立病院

品質第一。最後までこだわれる仕事です健康的に長生きできるようなサポートを “食べる楽しさ”を多くの人にやりがいは、患者さんの元気な姿

株式会社アサヒ技研
朝日町大字四ノ沢 1152 番地 1

● 事業内容
表面処理用治具の製造、金属加工

● 主製品
各種治具、板金溶接加工、各種メタル製品 など

● 問合せ先
☎ 67-2467 または 公式ホームページ▶

朝日町立病院
朝日町大字宮宿 843 番地

● 事業内容
入院、外来、在宅医療、リハビリテーション、
各種健診、予防接種 など

● 問合せ先
☎ 67-2125 または 町公式ホームページ▶

特別養護老人ホーム ふれあい荘
朝日町大字四ノ沢 870 番地

● 事業内容
入所者の生活支援、リハビリテーション、
デイサービス など

● 問合せ先
☎ 67-3701 または公式ホームページ▶

日東ベスト株式会社 大谷工場
朝日町大字馬神字昭和新田 75 番地

● 事業内容
冷凍食品製造（硬さ調整食）

● 主製品
ムース状・ゼリー状の素材食品・盛付品

● 問合せ先
☎ 68-2311 または公式ホームページ▶

\ 事業所情報 /\事業所情報 / \事業所情報 / \事業所情報 /

※子育て・介護支援に取り組む企業などを県が認定する制度

※撮影のため特別にマスクを外しています
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町農業振興の一翼を担う　12 人の農業委員が新たに決定

　
前
委
員
の
五
十
嵐
義
一
さ
ん
に

代
わ
っ
て
、
12
月
20
日
付
で
桑
原

誠
さ
ん
（
栗
木
沢
）
が
町
教
育
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
桑
原
さ
ん
の
任
期
は
令
和
11
年

12
月
19
日
ま
で
。選
任
に
あ
た
り
、

鈴
木
浩
幸
町
長
は
「
町
の
教
育
全

般
に
お
い
て
、
知
見
を
生
か
し
な

が
ら
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
12
月
20
日
現
在
の
体
制

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

教
育
委
員
会
体
制

教
育
長　
堀　
　
俊
一（
真　
中
）

委　
員　
井
上　
幸
弘
（
西
船
渡
）

委　
員　
橋
間　
博
美
（
西　
町
）

委　
員　
海
野　
　
睦
（
栄　
町
）

委　
員　
桑
原　
　
誠
（
栗
木
沢
）

　
平
成
16
年
度
か
ら
続
く
町
産
り

ん
ご
の
海
外
輸
出
事
業
。
今
年
度

も
主
要
輸
出
国
で
あ
る
マ
レ
ー
シ

ア
・
台
湾
の
ほ
か
、
タ
イ
や
香
港

へ
ほ
ぼ
前
年
並
と
な
る
約
46
ト
ン

を
出
荷
し
ま
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
と
台
湾
で
P
R

を
行
っ
た
鈴
木
浩
幸
町
長
は
、「
試

食
を
し
た
お
客
様
か
ら
は
と
て
も

高
評
価
を
い
た
だ
き
、
現
地
の
事

業
者
か
ら
も
『
も
っ
と
ほ
し
い
』

と
言
わ
れ
、
改
め
て
朝
日
町
の
り

ん
ご
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
生
産
者
を
は
じ
め

J
A
や
観
光
関
係
者
と
一
丸
と

な
っ
て
、
町
産
り
ん
ご
の
魅
力
を

国
内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
１
月
26
日
、
役
場
大
ホ
ー
ル
を

会
場
に
〝
朝
日
町
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
〟
が

行
わ
れ
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー（
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
地
域
で

支
え
る
方
）
な
ど
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
の
は
、
盲
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
合
荘
の
山
川

淳
司
施
設
長
。
講
座
で
は
、
症
状

の
解
説
に
加
え
、
認
知
症
の
方
が

見
て
い
る
世
界
観
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
求

め
ら
れ
る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
も

解
説
さ
れ
、
参
加
者
は
身
近
な
人

が
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
の
心
構

え
を
整
え
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
16
日
、
役
場
大
ホ
ー
ル
に

て
糖
尿
病
予
防
に
関
す
る
講
演
が

行
わ
れ
、
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
は
、
糖
代
謝
の
数
値

が
高
く
、
将
来
発
症
の
可
能
性
が

高
い
方
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
に
、
町
立
病
院
の
糖
尿

外
来
に
従
事
す
る
小
林
達
前
院
長

が
、
糖
尿
病
の
症
状
や
起
こ
り
う

る
合
併
症
の
ほ
か
、
効
果
的
な
予

防
や
治
療
方
法
を
解
説
。
そ
の
後
、

足
の
健
康
維
持
を
目
的
と
す
る

フ
ッ
ト
ケ
ア
の
方
法
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
参
加
者
は
健
康
的
な

体
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
い
ま
し
た
。

　
〝
朝
日
町
り
ん
ご
生
産
者
大
会
〟
が

１
月
28
日
に
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
町
内
の
り
ん
ご
農
家
約
40
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
町
り
ん
ご
品
評
会
の
表
彰

式
を
挙
行
。
厳
し
い
気
候
変
動
の
中
、

高
品
質
な
り
ん
ご
が
生
産
さ
れ
た
こ
と

に
高
い
評
価
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昨
年
の
気
候
を
踏
ま
え
た

技
術
対
策
や
鳥
獣
対
策
の
ほ
か
、
道
の

駅
あ
さ
ひ
ま
ち 

り
ん
ご
の
森
に
お
け

る
町
産
り
ん
ご
の
需
要
に
つ
い
て
解
説

が
あ
り
、
町
の
り
ん
ご
産
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
1
月
17
日
、
和
合
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
友
和
館
で
〝
雪
下
ろ
し
・

除
雪
機
安
全
講
習
会
〟
が
行
わ
れ

18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
講

習
会
は
、
除
雪
作
業
中
の
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
国
の
克
雪
体
制
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
二
藤
部
久
三

さ
ん
と
、
町
内
の
除
雪
作
業
を
受

託
す
る
ア
ー
ガ
ス
ケ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
代
表
の
堀
茂
さ
ん
を
講

師
に
、
座
学
と
実
技
を
交
え
て
実

施
。
命
綱
の
結
び
方
や
は
し
ご
の

か
け
方
、
除
雪
機
の
安
全
な
使
い

方
な
ど
が
伝
え
ら
れ
、
参
加
者
は

作
業
時
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

教育委員に桑原誠さん選任町産りんご海外へ輸出認知症サポーターステップアップ講座

糖尿病予防のための講座

朝日町りんご生産者大会

雪下ろし・除雪機安全講習会
　
令
和
７
年
12
月
20
日
を
も
っ
て

町
農
業
委
員
会
委
員
が
任
期
満
了

と
な
り
、
町
議
会
12
月
定
例
会
に

て
同
意
を
得
て
新
た
に
12
人
の
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
の
臨
時
総
会
で
は
、

委
員
の
互
選
に
よ
り
会
長
に
鈴
木

好
一
さ
ん
（
八
ツ
沼
）、
会
長
職

務
代
理
に
髙
橋
道
子
さ
ん
（
水
本
）

を
選
出
。
今
後
３
年
間
、
町
の
農

業
振
興
の
一
翼
を
担
う
体
制
が
整

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
と
と
も
に
地

域
で
活
動
す
る
〝
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
〟
に
９
人
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
同
委
員
は
地
域
の
農

家
や
団
体
か
ら
の
推
薦
・
公
募
に

よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
農

地
利
用
に
関
す
る
貸
し
手
と
借
り

手
の
調
整
、
農
地
法
の
規
定
に
よ

る
許
可
申
請
な
ど
に
か
か
る
現
地

調
査
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
農
業
振
興
対

策
や
農
地
の
有
効
活
用
、
利
用
促

進
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担

い
、
農
地
の
利
用
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
許
認
可
権
を
持
っ
て
い

ま
す
。
所
有
権
の
移
転
や
転
用
な

ど
、
農
地
に
関
す
る
相
談
は
農
業

委
員
、
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
67
－
3
3
0
7
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　町政スポット

会
長

鈴
木 

好
一（
八
ツ
沼
）

会
長
職
務
代
理

髙
橋 

道
子
（
水　
本
）

農
地
部

鈴
木 

敏
広　
（
松　
程
）

菅
井 

源
三
郎
（
小　
原
）

笹
原 

昌
俊　
（
長　
沼
）

佐
藤 

亮
二　
（
新　
宿
）

柴
田 

栄
三
郎
（
元　
町
）

農
政
部

佐
竹 

敏
子　
（
太
郎
第
一
）

小
林 

幸
子　
（
大　
沼
）

渡
辺 

良
明　
（
大
谷
第
二
）

志
藤 

一
枝　
（
川　
通
）

清
野 

忠
市　
（
古　
槙
）

※
★
…
部
長 

☆
…
副
部
長

★☆★☆

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

布
施 
秀
樹　
（
栄　
町
）

布
施 
昭
信　
（
助
ノ
巻
）

渡
邉 

市
五
郎
（
下
芦
沢
）

齊
藤 

利
彦　
（
夏　
草
）

佐
竹 

和
広　
（
八
ツ
沼
）

阿
部 

孝
晴　
（
松　
程
）

白
田 

憲
彦　
（
大
谷
第
三
）

遠
藤 

幹
子　
（
栗
木
沢
）

鈴
木 

龍
也　
（
真　
中
）

【
任
期
】

令
和
７
年
12
月
21
日
～

令
和
10
年
12
月
20
日
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も
う
一
度
見
た
い
」
な
ど
の
リ
ク

エ
ス
ト
も
い
た
だ
き
ま
し
た
ね
。

Q
．
当
時
の
心
境
は
？

A
．
大
勢
の
前
で
披
露
す
る
機
会

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
。
墨
を
付
け
る
前
に
筆

の
構
造
に
つ
い
て
解
説
を

求
め
ら
れ
た
の
で
、
現
地

で
の
練
習
は
で
き
ず
一
発

勝
負
。
勢
い
が
余
っ
て
一

画
だ
け
予
定
よ
り
も
長

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
大
き
な
失
敗
は
な

か
っ
た
の
で
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
リ
ク
エ
ス
ト

を
い
た
だ
く
な
ど
、
う
れ

し
い
反
応
も
あ
り
、
書
き

終
え
た
後
は
達
成
感
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

Q
．
揮
毫
し
た
文
字
は
？

A
．〝
飛ひ

う
ん雲

〟
と
書
き
ま
し
た
。
日

本
か
ら
渡
米
す
る
際
、
飛
行
機

に
乗
る
時
の
気
持
ち
を
表
そ
う

と
し
た
の
で
す
。

長
岡
輝
美
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
書
道
を
披
露

Q
．
観
客
の
反
応
は
？

A
．
真
剣
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
地
で
は
太
い
筆
を
使
う
習
慣

が
な
く
、
大
き
い
和
紙
に
書
く

際
も
、
通
常
の
太
さ
の
筆
を
束

ね
て
使
う
よ
う
で
「
筆
運
び
を

▶
長
岡
さ
ん
の
作
品
「
善
哉
」（
右
）

　
佐
藤
さ
ん
の
作
品
「
筆
随
」（
左
）

迫力満点のパフォーマンスは、来場者約 80 人を魅了

保健師より
　健康診断などの定期的な受診は、いつまでも元気
に生活するためにとても大事なことですので、これ
からも継続するように心がけていただきたいです。
　また、不安が多く挙げられた “ 転倒 ” については、
整理整頓や食事、運動で予防してみましょう。
　私たち保健師は、町民の皆さんが元気に過ごせる
ようにサポートしていきます。健康に関する困りご
とはお気軽にご相談ください。

【健康福祉課 保健医療係　☎ 67 －２１１６】

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
美
術
館
に
て
昨
年
開
催
さ
れ
た
〝
米
国
書
道
研
究
会
※ 

創
立
六
十

周
年
日
米
合
同
書
道
展
〟
に
、
長
岡
輝
美
さ
ん
（
常
盤
）
と
佐
藤
夏
奈
さ
ん
（
大
滝
）
が
出
品
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
長
岡
さ
ん
は
、現
地
に
て
揮き

ご
う毫
（
毛
筆
で
書
く
こ
と
）
を
披
露
。
当
時
の
様
子
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

※�

米
国
書
道
研
究
会
…
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
書
道
教
室
を
開
設
し
、
現
地
に
書
道
を

広
め
た
僧
侶
、
故
・
生
田
観
周
さ
ん
が
創
立
し
た
会
。

町
内
開
催

各
種
大
会
の
入
賞
結
果

頑張った
みんなに
拍手！

大
沼
の
浮
島
名
勝
指
定
1
0
0
周
年
記
念
事
業

「
大
沼
の
浮
島
」
俳
句
大
会 

小
中
学
生
の
部

【
金
賞
】
伊
藤　
　
寛 

選　
　
樋
口　
心
葵
（
朝
）

大
類
つ
と
む 

選　
　
鈴
木　
結
心
（
宮
）

佐
竹　
伸
一 

選　
　
樋
口　
心
葵
（
朝
）

三
井　
量
光 

選　
　
川
村　
凪
永
（
大
）

村
上　
健
志 

選　
　
阿
部　
太
環
（
宮
）

第
58
回 

朝
日
町
民
卓
球
ま
つ
り

◆
団
体
戦

第
１
位　
P
I
N
G 

P
O
N
G　

第
２
位　
A
S
A
H
I 

T
@
c
u
b
e

第
３
位　
協
会
混
合

◆
オ
ー
プ
ン
ダ
ブ
ル
ス
（
硬
式
）

第
１
位　
清
野
紗
由
美
・
阿
部　
嵩
人

第
２
位　
齊
藤　
一
馬
・
佐
藤　
　
岬

第
３
位　
布
施　
智
基
・
安
藤　
梨
華

第
３
位　
安
藤　
璃
也
・
阿
部
秀
之
助

◆
オ
ー
プ
ン
ダ
ブ
ル
ス
（
ラ
ー
ジ
）

第
１
位　
村
山　
幸
美
・
志
藤　
克
美

第
２
位　
齊
藤　
利
彦
・
佐
藤
美
知
子

第
３
位　
浅
井　
周
作
・
渡
辺
め
ぐ
み

第
３
位　
阿
部
つ
る
子
・
鈴
木
の
ぶ
子

第
26
回
朝
日
町
民
柔
道
大
会

◆
幼
児
の
部

第
１
位　
塩
屋　
紗
帆

第
２
位　
兼
子　
惺
太

◆
小
学
生
低
中
学
年
の
部

第
１
位　
兼
子　
夢
愛

第
２
位　
兼
子　
虹
志

◆
小
学
生
高
学
年
の
部

第
１
位　
浅
岡　
優
作

第
２
位　
多
田　
　
聡

◆
中
学
生
以
上
男
子
の
部

第
１
位　
阿
部　
太
陽

第
２
位　
村
山　
幸
路

第
３
位　
阿
部　
蒼
空

第
３
位　
菊
地　
健
人

町
小
学
校
ス
キ
ー
記
録
会

町
小
学
校
ス
キ
ー
記
録
会

◆
５
年
男
子
の
部 

第
１
位　
海
野　
玄
馬
（
西
）

第
２
位　
佐
藤　
壱
篤
（
宮
） 

第
３
位　
五
十
嵐
千
景
（
大
）

第
４
位　
遠
藤　
　
晴
（
大
）

第
５
位　
鈴
木　
橙
吾
（
宮
）

第
６
位　
髙
橋　
　
晴
（
宮
）

◆
５
年
女
子
の
部

第
１
位　
佐
竹　
結
芽
（
西
）

第
２
位　
白
田　
悠
佳
（
西
）

第
３
位　
羽
柴
ア
イ
ペ
リ
（
西
）

第
４
位　
樋
口　
瑠
月
（
西
）

第
５
位　
阿
部　
美
昊
（
西
）

第
６
位　
高
橋
ひ
ま
り
（
宮
）

◆
６
年
男
子
の
部

第
１
位　
白
田　
隼
理
（
宮
）

第
２
位　
阿
部　
太
環
（
宮
）

第
３
位　
浅
岡　
優
作
（
宮
）

第
４
位　
鈴
木　
結
心
（
宮
） 

第
５
位　
遠
藤　
慶
人
（
大
）

第
６
位　
鈴
木　
直
暉
（
宮
） 

◆
６
年
女
子
の
部

第
１
位　
菅
井
珠
莉
愛
（
宮
）

第
２
位　
髙
取　
　
円
（
宮
）

第
３
位　
堀　
　
結
愛
（
宮
）

第
４
位　
長
岡
あ
り
さ
（
宮
） 

第
５
位　
鈴
木　
佐
知
（
宮
）

第
６
位　
安
藤
凛
杏
絆
（
宮
） ◀朝日町民卓球まつりの様子

【 アンケートの一例と結果 】

Q．階段を、手すりや壁をつた
　   わらずに上っていますか

はい
58%

はい
42%

いいえ
42%

いいえ
58%

Q．転倒に対する不安は大きい
　   ですか

▲町小学校スキー記録会の様子

食
べ
に
く
い
」「
こ
こ
1
年
間
で
転
ん
だ
」

と
回
答
し
た
方
が
多
く
、
口
腔
ケ
ア
や
転

倒
予
防
を
中
心
と
し
た
、
健
康
な
体
の
維

持
に
向
け
た
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
高
齢
者
が
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱

状
態
）
を
予
防
し
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら

し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
健
康
づ
く
り
と

介
護
予
防
の
事
業
を
一
体
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
27
日
に
は
、
住
民
の
健
康
に

関
す
る
課
題
を
把
握
し
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
な
げ
る
た
め
、
保
健
師
が
戸
別
訪

問
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
事
前
に
訪

問
の
要
望
が
あ
っ
た
大
船
木
区
で
実
施
。

同
区
在
住
の
65
歳
以
上
の
15
人
を
対
象
に
、

う
ち
12
人
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
訪
問
で
は
、
血
圧
測
定
や
日
常
生
活
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ほ
か
、
心
配
ご
と

や
相
談
ご
と
を
聞
き
取
り
。
そ
の
結
果
、

近
所
の
方
と
の
交
流
の
機
会
が
あ
る
こ
と

や
、
県
の
平
均
と
比
べ
て
健
康
診
断
の
受

診
率
が
高
く
、
健
康
状
態
も
良
好
な
方
が

多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
「
半
年
前
に
比
べ
固
い
も
の
が

　　町政スポット　　

切れ目なく健康づくりをサポートするために　大船木区の暮らしを確認
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各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

文
化
コ
ン
ク
ー
ル
等
の

入
賞
結
果

頑張った
みんなに拍手！

◆
西
村
山
中
学
校
総
合
体
育
大
会

【
第
１
位
】

剣
道
女
子
団
体

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

【
第
２
位
】

剣
道
女
子
個
人
３
年　
佐
久
間
陽
愛

【
第
３
位
】

剣
道
女
子
個
人
３
年　
遠
藤　
　
栞

剣
道
男
子
個
人
２
年　
佐
藤　
陽
侶

軟
式
野
球

柔
道
男
子
１
年　
　
　
阿
部　
太
陽

【
決
定
戦
】

剣
道
女
子
個
人
２
年　
浅
岡　
愛
心

◆
西
村
山
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
兼

山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
予
選
会

【
第
１
位
】

男
子
１
０
０
ｍ
２
年　
モ
ラ　
玲
音

【
第
２
位
】

男
子
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ラ　
玲
音

女
子
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
１
年

志
藤
こ
こ
ろ

【
第
３
位
】

女
子
２
０
０
ｍ
１
年　
志
藤
こ
こ
ろ

◆
山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

ク
ラ
ブ
予
選
会

【
第
２
位
】

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
年　
菅
井　
梨
央

◆
山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

水
泳
予
選
会

【
第
１
位
】

１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
２
年　
佐
藤　
菜
月

２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
２
年　
佐
藤　
菜
月

【
標
準
突
破
】

１
０
０
ｍ
×
４
フ
リ
ー
リ
レ
ー

２
年　
佐
藤　
菜
月

◆
山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

【
第
３
位
】

水
泳
１
０
０
ｍ
×
４
フ
リ
ー
リ
レ
ー

２
年　
佐
藤　
菜
月

◆
東
北
中
学
校
総
合
体
育
大
会

【
第
７
位
】

水
泳
１
０
０
ｍ
×
４
フ
リ
ー
リ
レ
ー

２
年　
佐
藤　
菜
月

◆
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
新
人
大
会

西
村
山
地
区
予
選

【
第
１
位
】

１・２
年
朝
日
中
ク
ラ
ブ

◆
山
形
県
卓
球
選
手
権
予
選
会

（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）

【
第
２
位
】

14
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

朝
日
中
２
年　
海
野　
萌
衣

女
子
ダ
ブ
ル
ス

朝
日
中
２
年　
安
藤　
姫
空 

海
野　
萌
衣

◆
西
村
山
地
区
中
学
校
新
人
体
育
大
会

【
第
１
位
】

剣
道
女
子
個
人
２
年　
浅
岡　
愛
心

柔
道
男
子
１
年　
　
　
阿
部　
太
陽

【
第
２
位
】

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

【
第
３
位
】

卓
球
女
子
団
体

剣
道
男
子
個
人
２
年　
佐
藤　
陽
侶

【
ベ
ス
ト
８
】

剣
道
男
子
個
人
２
年　
小
林　
海
翔

剣
道
女
子
個
人
１
年　
海
野
友
紀
子

◆
山
形
県
中
学
校
ク
ラ
ブ
代
表
選
考
会

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

【
第
２
位
】

女
子
団
体

【
第
２
代
表
】

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
年　
菅
井　
梨
央

【
第
３
代
表
】

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
年　
阿
部
結
依
菜

◆
山
形
県
中
学
校
ク
ラ
ブ
代
表
選
考
会

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

【
第
３
位
】

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
年　
堀　
　
上
総

◆
山
形
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
）

【
ベ
ス
ト
８
】

剣
道
男
子
個
人
２
年　
佐
藤　
陽
侶

【
ベ
ス
ト
16
】

剣
道
女
子
個
人
２
年　
浅
岡　
愛
心

◆
２
０
２
５
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ

エ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
水
泳
競
技
大
会

【
第
２
位
】

女
子
2
0
0
m
背
泳
ぎ

朝
日
中
２
年　
佐
藤　
菜
月

女
子
50
m
背
泳
ぎ

朝
日
中
２
年　
佐
藤　
菜
月

【
第
５
位
】

女
子
1
0
0
m
背
泳
ぎ

朝
日
中
２
年　
佐
藤　
菜
月

◆
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
特
選
】

宮
宿
小
６
年　
鈴
木　
結
心

◆
西
村
山
地
区
英
語
弁
論
大
会

（
中
学
生
の
部
）

【
努
力
賞
】

暗
唱
の
部

　
朝
日
中
３
年　
海
野　
優
菜

　
朝
日
中
３
年　
渡
邉　
未
來

ス
ピ
ー
チ
の
部

　
朝
日
中
２
年　
松
田
依
知
佳

◆
第
64
回
寒
河
江
西
村
山
地
区
少
年

の
主
張
大
会

【
努
力
賞
】

朝
日
中
２
年　
安
藤　
京
香

朝
日
中
２
年　
鈴
木　
　
凛

◆
西
村
山
地
区
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

【
優
良
賞
】

朝
日
中
３
年　
大
竹　
志
奈

【
優
良
賞
】

朝
日
中
３
年　
西
澤　
杏
奈

◆
産
経
ジ
ュ
ニ
ア
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

【
ジ
ュ
ニ
ア
賞
】

朝
日
中
２
年　
　
　
長
岡　
希
奈

【
推
薦
】

西
五
百
川
小
４
年　
鈴
木　
　
穂

西
五
百
川
小
５
年　
羽
柴
ア
イ
ペ
リ

西
五
百
川
小
６
年　
小
川　
竜
輝

朝
日
中
１
年　
　
　
阿
部　
蒼
士

【
秀
逸
賞
】

山
形
南
高
２
年　
　
阿
部
琥
太
朗

【
特
選
】

幼
年　
　
　
　
　
　
長
岡　
希
咲

西
五
百
川
小
１
年　
長
岡　
楓
夏

西
五
百
川
小
５
年　
長
岡　
瑚
夏

西
五
百
川
小
５
年　
海
野　
　
雫

西
五
百
川
小
６
年　
長
岡　
希
海

朝
日
中
１
年　
　
　
阿
部
颯
二
朗

朝
日
中
１
年　
　
　
鈴
木　
　
葵

【
入
選
】

城
北
高
１
年　
　
　
阿
部　
陽
菜

◆
第
42
回
産
経
国
際
書
展

【
秀
作
賞
】

一
般　
　
　
　
　
　
佐
藤　
洋
子

【
入
選
】

一
般　
　
　
　
　
　
成
原
た
か
子

一
般　
　
　
　
　
　
佐
藤　
夏
奈

一
般　
　
　
　
　
　
菊
地　
葵
衣

一
般　
　
　
　
　
　
長
岡　
輝
美

◆
全
日
本
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

【
秀
作
賞
】

幼
年　
　
　
　
　
　
長
岡　
希
咲

西
五
百
川
小
１
年　
長
岡　
楓
夏

西
五
百
川
小
５
年　
羽
柴
ア
イ
ペ
リ

西
五
百
川
小
５
年　
長
岡　
瑚
夏

朝
日
中
１
年　
　
　
鈴
木　
　
葵

朝
日
中
２
年　
　
　
長
岡　
希
奈

山
形
南
高
２
年　
　
阿
部
琥
太
朗

◆
山
形
県
民
ふ
れ
あ
い
ジ
ュ
ニ
ア
書
道
展

【
寒
河
江
市
長
賞
】

朝
日
中
２
年　
　
　
長
岡　
希
奈

【
山
形
放
送
賞
】

西
五
百
川
小
６
年　
小
川　
竜
輝

【
山
形
美
術
館
長
賞
】

西
五
百
川
小
５
年　
羽
柴
ア
イ
ペ
リ

【
山
形
県
民
書
道
会
賞
】

西
五
百
川
小
５
年　
海
野　
　
雫

朝
日
中
１
年　
　
　
鈴
木　
　
葵

【
特
選
】

西
五
百
川
小
５
年　
長
岡　
瑚
夏

西
五
百
川
小
５
年　
白
田　
悠
佳

西
五
百
川
小
５
年　
佐
竹　
結
芽

【
金
賞
】

西
五
百
川
小
１
年　
長
岡　
楓
夏

西
五
百
川
小
４
年　
志
藤　
桜
介

西
五
百
川
小
５
年　
阿
部　
美
昊

【
銀
賞
】

西
五
百
川
小
６
年　
長
岡　
希
海

◆
山
形
県
民
ふ
れ
あ
い
書
道
展

【
ふ
れ
あ
い
書
道
展
賞
】

朝
日
中
１
年　
　
　
阿
部
颯
二
朗

一
般　
　
　
　
　
　
長
岡　
輝
美

【
奨
励
賞
】

一
般　
　
　
　
　
　
佐
藤　
夏
奈

◆
寒
河
江
・
西
村
山
地
区
小
学
生

人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

【
審
査
委
員
長
賞
】

西
五
百
川
小
６
年　
小
川　
竜
輝

【
優
秀
賞
】

大
谷
小
６
年　
　
　
佐
藤　
直
生

宮
宿
小
６
年　
　
　
鈴
木　
佐
知

◆
第
41
回
山
形
県
小
中
学
校
児
童

生
徒
版
画
展

【
奨
励
賞
】

大
谷
小
３
年　
　
　
齋
藤　
詩
織

朝
日
中
２
年　
　
　
阿
部　
栞
奈

【
佳
作
】

西
五
百
川
小
２
年　
佐
竹　
結
翔

西
五
百
川
小
２
年　
若
月　
結
心

大
谷
小
３
年　
　
　
今
野　
　
逢

大
谷
小
３
年　
　
　
堀　
　
瑠
夏

【
入
選
】

西
五
百
川
小
２
年　
佐
竹　
優
苗

西
五
百
川
小
２
年　
鈴
木
さ
く
ら

西
五
百
川
小
３
年　
牧
野　
　
睦

大
谷
小
３
年　
　
　
五
十
嵐
千
紗

大
谷
小
３
年　
　
　
遠
藤
希
莉
斗

大
谷
小
３
年　
　
　
遠
藤　
悠
人

大
谷
小
３
年　
　
　
髙
橋　
　
絢

朝
日
中
２
年　
　
　
安
藤　
京
香

◆
第
36
回
大
ケ
ヤ
キ
全
国
書
道
絵
画
展

（
書
道
）

【
優
秀
賞
】

大
谷
小
３
年　
　
　
遠
藤　
悠
人

【
佳
作
】

大
谷
小
６
年　
　
　
阿
部　
真
歩

大
谷
小
６
年　
　
　
遠
藤　
慶
人

【
入
選
】

大
谷
小
３
年　
　
　
堀　
　
瑠
夏

大
谷
小
４
年　
　
　
長
岡　
和
花

◆
第
36
回
大
ケ
ヤ
キ
全
国
書
道
絵
画
展

（
絵
画
）

【
優
秀
賞
】

大
谷
小
３
年　
　
　
堀　
　
瑠
夏

◆
村
山
地
域
お
い
し
い
ご
は
ん

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
佳
作
】

宮
宿
小
２
年　
　
　
高
橋
ま
ゆ
り

◆
小
学
校
児
童
理
科
研
究
作
品

【
優
秀
賞
】

宮
宿
小
１
年　
　
　
岡
﨑　
莉
央

【
優
良
賞
】

宮
宿
小
５
年　
　
　
高
橋
ひ
ま
り

◆
川
を
き
れ
い
に
す
る
児
童
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

【
銀
賞
】

宮
宿
小
１
年　
　
　
松
田　
珠
季

宮
宿
小
５
年　
　
　
髙
橋　
　
晴

【
銅
賞
】

宮
宿
小
５
年　
　
　
清
野　
花
帆

宮
宿
小
５
年　
　
　
阿
部　
初
香

【
佳
作
】

宮
宿
小
３
年　
　
　
加
藤　
　
優

宮
宿
小
６
年　
　
　
阿
部　
太
環

◆
第
44
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
体
操

競
技
選
手
権
大
会

【
第
１
位
】

タ
ン
ブ
リ
ン
グ
の
部

西
五
百
川
小
５
年　
白
田　
悠
佳

◆
村
山
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

【
優
良
賞
】

朝
日
中
吹
奏
楽
部

◆
第
67
回
山
形
県
こ
ど
も
絵
画
展

【
奨
励
賞
】

宮
宿
小
２
年　
柴
田　
心
詩

【
入
選
】

宮
宿
小
６
年　
鈴
木　
結
心

宮
宿
小
６
年　
多
田　
　
聡

大
谷
小
２
年　
遠
藤　
　
暁

大
谷
小
４
年　
村
山　
八
重

大
谷
小
６
年　
阿
部　
真
歩

朝
日
中
２
年　
松
田
依
知
佳

◆
建
設
業
労
働
災
害
防
止
作
品（
図
画
）

【
入
選
】

大
谷
小
２
年　
白
田　
新
奈

大
谷
小
２
年　
白
田　
　
光

◆
第
60
回
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

（
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
）

【
第
３
位
】

大
谷
小
４
年　
川
村　
絢
都

【
佳
作
】

大
谷
小
３
年　
髙
橋　
　
絢

大
谷
小
６
年　
阿
部　
真
歩

鈴
木 

結
心
さ
ん
の
作
品

長
岡 

希
奈
さ
ん
の
作
品
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　中部地区の長寿クラブ会員を対象に、生きがいづくりな
どのさまざまな講座を行っている “ 寿大学 ” が “ みんなの居
場所すぽっと ” にて開催されました。
　最初に行われたのは、あさひ保育園の子どもたちとの交
流。歌と演奏を披露した年中児とハンドマッサージでふれ
合いました。その後参加者は、すぽっとの概要説明を受け
施設内を見学。地域住民が気軽に集まれる居場所に関心を
寄せていました。

　Asahi 自然観スノーパークでスキー場まつりが開催され、
町内外から親子連れを中心に多くの来場者が訪れました。
　まつりでは、豪華景品が当たる桃色ウサヒとのじゃんけ
ん大会や抽選会、雪上を爽快に走るスノーモービルの乗車
体験のほか、人が乗ったチューブそりを押して的に止める
“ 狙って狙ってチューブそり ” など多彩な催しを実施。来場
者は、スキーやスノーボードとともに、この時期ならでは
の特別な体験を楽しんでいました。

　子どもたちに町の豊かな自然を楽しんでもらうため、さ
まざまな体験活動を行う西部公民館主催の “ いもがわ少年
教室 ”。その一つとして、スキー教室が Asahi 自然観スキー
場で行われ、西部地区の児童と保護者 20 人が参加しました。
　児童は３人の講師の指導を受け、スキー板での歩き方や
基本的な滑り方を学習。最初は慎重に滑っていましたが次
第に慣れ、スムーズに滑れるようになると「怖くなかった
し楽しかった」と笑顔を見せていました。

　町農業委員会の女性農業委員が企画・指導を行う “ みそづ
くり講座 ” が西部公民館で開かれ、約 15 人が参加しました。
この講座は、女性農業委員の活動を広く知ってもらうこと
などを目的に実施されており、今回で９回目を迎えます。
　15 日はふかした米に麹

こうじ

菌を混ぜて米麹を作り、19 日に
はそれに大豆と塩を合わせて挽

ひ

き、１人約 12kg のみそを
仕込みました。味の良さで毎年好評の手づくりみそに、今
年の参加者も完成を楽しみにしていました。

　あさひ保育園にて、毎年恒例の年長児を対象とした茶道
教室が行われました。
　この教室は、茶の湯の道具や作法にふれ、実際にお茶を
点

た

てることで、茶の湯の心を知ることを目的に実施されて
います。園児たちは、講師の “ 交代の会（裏千家）” 代表の
若月加代子さんと大井惠子さんの指導のもと、もてなす役
と来客役に分かれて茶道の所作を学習。お茶の点て方やい
ただき方などを真剣な表情で学んでいました。

　宮宿小学校の５年生が、総合学習の一環として自分たち
で育てたお米 “ はえぬき ” を創遊館で販売しました。
　お米の栽培は毎年行われており、学校前の実習田で町内
農家の “ 米の先生 ” から米づくりを教わり、保護者の協力を
得ながら作業を通して食の大切さを学んでいます。販売した
お米は即完売という人気ぶり。飯野心毅さんは「自分たちで
作ったお米が売れて良かった。お家の人のほか、地域の人た
ちも来てくれてうれしかった」と笑顔を見せていました。

　往来館にて “ おおやクリスマス会 ” が開催され、大谷小学
校の児童 17 人が参加しました。
　このイベントは、地域おこし協力隊の石井沙織さんが「み
んなで集まってケーキを作れば、よりクリスマスを楽しめ
るのでは」と考え、企画したものです。子どもたちは、出
来立てのパンケーキを自由に彩ったり、スタッフとして参
加した地区在住の大人たちと学校での出来事を話したりと、
クリスマスらしい体験と世代を超えた交流を楽しみました。

1
16

2
1

1
17

1
15

1
15

12
24

生きがいを見つけてこれからも元気に

ゲレンデで特別な雪遊び

冬の朝日町をスキーで楽しもう

女性農業委員が講師になる人気の講座

小学校入学に向けた恒例行事

自分たちで作ったお米を地域に

みんなでにぎやかに過ごすクリスマス

第３回 寿大学

スキー場まつり

いもがわ少年教室

みんなでみそづくり講座

あさひ保育園 茶道教室

宮宿小５年生がお米販売

おおやクリスマス会

◀茶器にも興味津々の園児

園児たちによるハンドマッサージ
募金は福祉に関する取り組みに活用されます

中学生が町社会福祉協議会へ募金を寄贈
　ボランティアサークル “ きらり ” に加入する朝日中学生（２月
１日現在で８人が加入）が、１月 29 日に町社会福祉協議会へ赤
い羽根共同募金を贈りました。
　この募金は、昨年 11 月に開催された “ 朝日町産業まつり ” で、
生徒が来場者に呼びかけて寄せられたもの。生徒はこれまでにも
さまざまな地域行事にスタッフとして参加しています。代表の長
岡希奈さんは「自分たちの次の世代になっても、楽しく住める町
になるよう使ってほしい」と、効果的な活用への思いを語りました。

1 15
19
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第
１
７
４
回
直
木
賞
受
賞
作

「
カ
フ
ェ
ー
の
帰
り
道
」

　
嶋
津 

輝　
著

東
京
創
元
社

　
流
行
り
に
乗
り
切
れ
な
い
、
長
閑

な
「
カ
フ
ェ
ー
西
行
」
で
女
給
た
ち

は
朗
ら
か
に
働
い
た
。
時
代
を
映
す

鏡
で
あ
っ
た
仕
事「
女
給
」を
通
し
、

大
正
か
ら
昭
和
を
生
き
た
市
井
の

人
生
を
描
き
出
す
。『
紙
魚
の
手
帖
』

掲
載
に
書
き
下
ろ
し
を
加
え
単
行

本
化
。

第
１
７
４
回
芥
川
賞
受
賞
作

「
時
の
家
」

鳥
山 

ま
こ
と　
著

講
談
社

　
青
年
は
描
く
。
そ
の
家
の
床
を
、

柱
を
、
天
井
を
、
タ
イ
ル
を
、
壁
を
、

そ
こ
に
刻
ま
れ
た
記
憶
を
。
目
を
凝

ら
せ
ば
無
数
の
細
部
が
浮
か
び
、
手

を
か
ざ
せ
ば
塗
り
重
ね
ら
れ
た
厚

み
が
胸
を
突
く
―
―
。
あ
る
家
の
記

憶
を
紡
い
だ
小
説
。『
群
像
』
掲
載

を
単
行
本
化
。

「
叫
び
」

畠
山 

丑
雄　
著

新
潮
社

　
早
野
ひ
か
る
は
「
先
生
」
に
打
ち

の
め
さ
れ
、
銅
鐸
と
土
地
の
来
歴
を

学
び
始
め
る
。
こ
こ
で
は
か
つ
て
、

満
州
に
渡
っ
て
「
陛
下
へ
の
花
束
」

を
編
み
、
紀
元
2
6
0
0
年
記
念

万
博
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
青
年

が
い
た
。
い
つ
し
か
昭
和
と
令
和
は

つ
な
が
り
、
封
印
さ
れ
て
い
た
声
が

溢
れ
出
す
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
神
都
の
証
人
／
大
門
剛
明　

▼

女
王
様
の
電
話
番
／
渡
辺
優　

▼

家
族
／
葉
真
中
顕　

▼
Ｂ
Ｏ
Ｘ
Ｂ

Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
／
坂
本
湾　

▼
介
護
未
満
の
父
に
起
き
た
こ
と

／
ジ
ェ
ー
ン
・
ス
ー　

▼
蜂
蜜
パ

イ
／
村
上
春
樹　

▼
成
瀬
は
都
を

駆
け
抜
け
る
／
宮
島
未
奈　

▼
テ

ミ
ス
の
不
確
か
な
法
廷
／
直
島
翔　

▼
火
星
の
女
王
／
小
川
哲　

▼
普

天
を
我
が
手
に
第
３
部
／
奥
田
英

朗　

▼
陰
陽
師　

氷
隠
梅
ノ
巻
／

夢
枕
獏　

▼
世
界
の
食
器
図
鑑
―

歴
史
・
技
法
・
名
品
―
／
玄
馬
絵
美

子　

▼
毎
日
納
豆
ご
は
ん
3
6
5

日
／
お
ぺ
こ
や
ん　

▼
気
象
庁
―

危
機
と
改
革
の
時
代
を
超
え
て
―

／
若
林
悠　

▼
人
生
1
0
0
年

時
代
50
歳
か
ら
の
「
く
ら
し
と

税
」
―
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
学
ぶ

税
金
Q
&
A
―
／
嘉
悦
健
太　

▼

人
生
を
変
え
て
く
れ
た
ペ
ン
ギ
ン

―
海
辺
で
君
を
見
つ
け
た
日
―
／

ト
ム
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル　

▼
サ
グ
ラ

ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
謎
と
ア
ン
ト

ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
／
鳥
居
徳
敏　

▼

ま
る
ご
と
わ
か
る
！
世
界
の
乗
り

も
の
大
図
鑑
―
自
動
車
・
鉄
道
・

船
・
飛
行
機
・
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
―　

▼
小
学
校
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
―

こ
の
一
冊
で
ば
っ
ち
り
！
―
／
富

山
正
人　

▼
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

は
る
な
つ
あ
き
ふ
ゆ
―
き
せ
つ
に

し
た
し
む
え
ほ

ん
さ
い
じ
き
―

／
工
藤
ノ
リ
コ

町
立
図
書
館
の
ご
案
内　
　

特 別
拡大版

今
月
の
ブ
ッ
ク
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー

新
刊
案
内

　
２
０
２
５
年
、
朝
日
町
立
図
書
館
で
最
も
読
ま
れ
た
本
T
O
P

30
を
「
一
般

書
」「
児
童
書
」
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
。

　
各
ブ
ッ
ク
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
は
毎
月
季
節
や
催
し
物
な
ど
に
合
わ
せ
て
更
新

し
て
い
ま
す
。
図
書
館
を
訪
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、佐藤恒平情報交流総合アドバイザーによる
連載コーナー。日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

情報交流総合アドバイザー
佐藤 恒平（福島県出身）

地域スポーツ・文化活動推進員
間地 謙太（神奈川県出身）

楽しみながら芸術文化活動推進ウサヒ、年賀状からPRを考える

町で活動する県外の民間人材が、
自身の活動や町民の皆さんへの呼びかけなどを掲載します。

　
桃
色
ウ
サ
ヒ
年
賀
状
プ
レ
ゼ
ン

ト
企
画
が
、
ウ
サ
ヒ
グ
ッ
ズ
の
開

発
を
手
掛
け
る
㈲
近
江
屋
さ
ん
は

じ
め
町
内
事
業
所
な
ど
か
ら
の
ご

協
力
の
も
と
、
8
年
目
を
迎
え
、

今
年
は
4
7
6
通
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
応
募
元
は
山
形
県
内

が
断
ト
ツ
で
多
く
、
宮
城
県
・
埼

玉
県
が
続
き
、
西
日
本
に
は
空
白

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ウ
サ
ヒ
と
し
て
は
、
朝
日
町
に

足
を
運
ん
で
み
よ
う
と
思
え
る
お

客
様
づ
く
り
を
大
切
に
、
今
後
の

方
針
を
決
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
年
賀
状
と
い
う
〝
手

触
り
の
あ
る
デ
ー
タ
〟
を
ヒ
ン
ト

に
、
今
年
は
「
会
い
に
来
て
も
ら

え
る
ウ
サ
ヒ
」
を
軸
に
、
朝
日
町

フ
ァ
ン
を
着
実
に
育
て
る
一
年
に

し
て
い
き
ま
す
。

色付きの都道府県から
年賀状が寄せられました

私たちの暮らしとCO₂ の排出
【今月の担当】株式会社 アール・エ北陸

では、CO₂ 排出量を減らすためにはどうすればよいでしょうか？ 次回（令和８年６月号）に続きます

※温室効果ガスインベントリオフィス／全国地球温暖化防止活動推進センター Web サイト資料をもとに作成

　前回は、日平均気温の上昇や短時間強雨の発生頻度の変化、
降雪量の減少など、地球温暖化の影響が私たちの身近な地域で
も確実に表れていることをお伝えしました。こうした気候の変
化は、果樹栽培や自然環境など、朝日町が大切にしてきた地域
資源にも、今後さまざまな影響を及ぼすおそれがあります。
　地球温暖化の主な原因は、私たちの生活や産業活動から排
出される CO₂（二酸化炭素）などの温室効果ガスであると考
えられています。ここでは、家庭から排出される CO₂ に注目
しました。照明や家電製品の使用、自動車の利用が大きな割
合を占めており、さらに暖房や給湯など、日常生活に欠かせ

ないエネルギーの使用量も決して少なくありません。毎日の
暮らしの中で使っているエネルギーが、温暖化と深く結びつ
いていることが分かります。
　だからこそ、CO₂ 排出量の削減は誰かに任せるのではなく、
“ 私たち一人ひとりが ” 主体となって今すぐ取り組むことが大
切です。省エネ家電の活用やこまめな節電、自動車利用の見
直しなど、身近な行動の積み重ねが、将来の環境を守る大き
な力になります。朝日町の豊かな自然と安心して暮らせる日
常を次の世代につなぐため、今日からできるゼロカーボンへ
の一歩を踏み出しましょう。

W
e
b
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
▼

特集（児童書）
さむ～い冬に…

とろけるあま～いお菓子の本

特集（一般書）
2025 年 町立図書館

貸出しランキングＴＯＰ 30

タイトル／著者 出版社
１ 逃亡者は北へ向かう／柚月裕子 新潮社

２ 月収／原田ひ香 中央公論新社

３ 初瀬屋の客／西條奈加 文藝春秋

〃 署長サスピション／今野敏 講談社

５ 架空犯／東野圭吾 幻冬舎

タイトル／著者 出版社
１ パンどろぼうとほっかほっカー／柴田ケイコ KADOKAWA

〃 大ピンチずかん３／鈴木のりたけ 小学館

〃 おしりたんてい あらたなるかいとう／トロル ポプラ社

４ しばらくあかちゃんになりますので／ヨシタケシンスケ PHP 研究所

〃 おすしがあるひたびにでた／田中達也 白泉社

■ 2025 年　町立図書館 貸出しランキング
【一般書 TOP ５】

【児童書 TOP ５】

　

11
月
頃
か
ら
、
町
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
を
訪
れ
、
特
に
吹
奏
楽

部
を
中
心
と
し
た
文
化
部
の
部
活

動
地
域
展
開
に
係
る
現
場
を
視
察

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
活
動
を
支
え
る
大
人
た
ち
が
自

ら
楽
し
む
姿
が
印
象
深
く
残
っ
て

お
り
、
同
時
に
高
い
熱
量
を
感
じ

ま
し
た
。
朝
日
町
で
も
、
踊
り
や

太
鼓
、
バ
ン
ド
、
絵
手
紙
や
文
筆
、

写
真
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
方

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
う
し
た

活
動
に
子
ど
も
た
ち
が
触
れ
る
機

会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
部
活
動
の

地
域
展
開
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

個
人
の
趣
味
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
の
芸
術
文
化
活
動
の

推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大谷盆踊りにて音響・DJ を担当
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　かつて、御堂は最上川の近くに建っており、江戸時代宝
ほうれき

暦年
間（1751 ～ 1764）の大洪水の際に、米沢の方から流れてきた
地蔵様を祀

まつ

ったのが始まりとされています。その後、観音様も
祀られたと伝えられています。
　昭和42年（1967）８月の羽

う え つ

越豪雨による大洪水で御堂が流され、
地蔵様と観音様も流されてしまいました。ところが、観音様の胴
体部分が下流の中

な か す

州で見つかりました。そこで、代々御堂を管理
していた夏草の青年会が、昭和 45 年（1970）に寄付を集めて現
在の場所に御堂を建て、改めて地蔵様と観音様を祀っています。

朝
日
町
の

神
社
と
御
堂

観音堂（夏草）第33回
 【所在地】夏草集落の中程、国の重要文化財である佐竹家住宅に至る石段の途中左側にある

�

― 

町
全
体
が
博
物
館
　
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

―

12 月１日～１月 31 日届出

●令和８年　1月31日 現在

(※外国人を含む)

※(　)内は先月比

人口と世帯数Population

------ 12月〜１月中の異動 -----
出生
死亡

１人
20人

転入
転出

17人
20人

人　口 5,609 人 (－ 22)
男 2,809 人 (－ 16)
女 2,800 人 (－ ６)

世帯数 2,269 世帯 (－ １)

武 田  拓 海
（天童市）

鈴 木  千 都
（大町）

おしあわせにMarriages

区　名 死亡者氏名 世帯主名
やすらかにObituaries

四ノ沢	 清　野　マサヨ	 一　美
大　隅	 　井　きみゑ	 菅井喜代志
西　町	 鈴　木　た　か	 本　人
栄　町	 鈴　木　誠　一	 八重子
松　程	 鈴　木　みや子	 本　人
小　原	 佐　藤　一　義	 き　よ
大谷第六	 長　岡　　　誠	 　豊
今　平	 阿　部　一　男	 本　人
四ノ沢	 近　藤　哲　也	 伸　也
大谷第一	 阿　部　　　誠	 祐　二
能　中	 海　野　貞　子	 祐　造
太郎第一	 長　岡　けい子	 本　人
西　町	 小　原　安　夫	 敏　春
助ノ巻	 鈴　木　健　 	 東洋子
能　中	 渡　邉　久　子	 渡辺昭浩
能　中	 伊　藤　盛　男	 すけ子
元　町	 佐　藤　正　一	 本　人
立　木	 阿　部　さだえ	 久　男

掲載を希望しない場合は
届け出の際にお申し付けください

　町公式 Youtube にて、昨年８月 31 日に開催さ
れた大谷風神祭の動画を公開しました。
　動画は、地域おこし協力隊の頼實孝明隊員が中
心となって撮影しており、花火の準備や当日の打
ち上げの様子などが映されています。
　頼實隊員は「ドローン空撮ならではの視点で、
夜空を彩る花火の迫力と大谷の夜景
をお届けします」と見どころを紹介。
右二次元コードからご覧いただけま
すので、ぜひご覧ください。▶

昨
年
の
大
谷
風
神
祭
の
動
画
公
開

【 令和７年度 第 10 回 】今月の担当 … 藤澤 美子　主査

厚生労働省のがん検診受診率向上に向けたイメージキャラクター▶

健診・がん検診を受けて
健康チェックを！

　
今
年
度
、
皆
さ
ん
は
健
診
を
受

け
ま
し
た
か
？

　
朝
日
町
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
特
定
健
診
（
令
和
６
年
度
）

受
診
率
は
60
・
０
％
と
山
形
県

内
で
７
番
目
に
高
い
受
診
率
で
し

た
。
し
か
し
、
４
割
の
方
は
未
受

診
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
別
の
受

診
率
は
65
～
74
歳
が
66
・
４
％
、

40
～
64
歳
は
47
・
９
％
と
40
代
・

50
代
の
方
の
受
診
率
向
上
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
50
代

男
性
は
36
・
１
%
と
、
非
常
に
低

い
状
況
で
す
。
ま
た
、
結
果
を
見

る
と
受
診
者
の
う
ち
高
血
圧
と
判

定
さ
れ
た
方
の
割
合
は
52
・
４
％
、

高
血
糖
は
49
・
５
％
と
、
そ
れ
ぞ

れ
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
「
今
は
悪
い
と
こ
ろ
が
な
い
か

ら
」「
忙
し
く
て
受
け
る
暇
が
な

い
か
ら
」
と
、
自
己
判
断
で
受
診

を
控
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
高
血

圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

は
、
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状

が
な
く
、
知
ら
な
い
間
に
進
行
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
す

る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
命
に
か
か
わ

る
病
気
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

高
ま
り
ま
す
。
40
代
か
ら
は
生
活

習
慣
病
に
か
か
り
や
す
く
な
る
た

め
、
働
き
盛
り
の
方
の
健
診
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
１
年
に
１

回
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
け
、
体

の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
病
気
が
重
症
化
す
る
と
医
療
費

や
時
間
も
か
か
り
ま
す
が
、
健
康

を
維
持
で
き
れ
ば
、
お
金
や
時
間

の
負
担
も
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

結
果
で
再
検
査
が
必
要
な
場
合
は

放
置
せ
ず
に
、
必
ず
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
数
値
に
異
常

が
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
前
回
の

結
果
と
比
較
し
て
悪
化
し
て
い
る

項
目
に
注
目
し
、
現
在
の
食
生
活・

運
動
・
禁
煙
・
節
酒
な
ど
の
生
活

習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
先
日
、
来
年
度
の
健
診
の
申
込

書
を
全
世
帯
に
送
付
し
ま
し
た
。

町
の
健
診
は
費
用
の
補
助
が
あ

り
、
お
得
に
受
診
で
き
ま
す
。
若

い
方
だ
け
で
な
く
、
高
齢
の
方
も

自
立
し
た
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
、
定
期
的
な
健
診
で
健
康
状
態

を
確
認
し
ま
せ
ん
か
。
申
込
み
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
福
祉
課 

保
健
医
療
係

☎
67
－
21

１
6

健
診
に
も

行
く
の
じ
ゃ
！

　御堂を移す時に、観音様の頭と台座、それに地蔵様を寒河江の石屋さんに作ってもらった
んだけど、地蔵様の顔がその石屋さんによく似ていると話題になったそうだよ。

ウサヒのゆるっと解説



朝 日町にも小さな施設で良いので、トレーニングルームやジムのように運動器具が置かれ
た、室内でもランニングなどの運動ができる施設があると良いなあと思っています。

　ランニングマシンやアップライトバイクなどだけでも良いので、検討していただけるとうれ
しいです。運動不足の解消と、雨の日でも運動できる環境が作れると思います！

いつでも
運動ができる場所を

運動できる場所がほしい

　町が町民の交流を目的に整備した、レンタルオフィス “ スライヴィングベース ”
（りんご温泉となり）内にある運動施設を、ぜひご利用ください。
　同施設のスタッフは、阪野正義さん（大町）と登坂高堂さん（八ツ沼）のお二
人。館内にはボルダリングやランニングマシン、スピンバイクなどが備えられて
いるほか、ピラティス（体幹を鍛え、姿勢改善
などを図るエクササイズ）や整体を受けること
もできます。屋外での運動が難しい今、室内で
体を動かし、健康づくりをしてみませんか。
　また、スライヴィングベースには、最上
川でのラフティングツアー体験を提供する
“R

ラ ス テ ィ カ

USTICA” のオフィスもあります。今後、本
紙にて紹介予定ですので、ぜひご注目ください。

体幹を鍛え、姿勢を整えるピラティスや整体 未経験の方も楽しめるボルダリング各種マシンを使ったトレーニング

“ 町民の声 ” は、皆さんからのおたよりなどでつくるコーナーです。
町への意見や要望、質問などをお寄せください。
〒 990-1442 朝日町大字宮宿 1115 番地　朝日町役場 政策推進課 総合政策情報係　☎ 67-2112
※実名が無い投書に対しては、事実関係の確認が難しく、回答できない場合がありますのでご了承ください。

■ 坂ノ上 b
ボ ル ダ リ ン グ

ouldering ＆ fi
フ ィ ッ ト ネ ス

tness”
月・火・金曜日：
　　　　午後６時～午後 10 時
土曜日：午後２時～午後９時
日曜日：午後２時～午後８時

料金などの詳細は
公式ホームページから▶

営業日時

■ 坂ノ上ピラティス整体
月～土曜日：午前９時～  ※全予約制
☎︎ 080-7838-0128 または公式インス
タグラム（＠ sakanoue.pil
ates）よりご予約ください。

インスタグラムはこちら▶

りんご温泉
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　７、１２月号に
折り込んだ

 はがき“町民の声”で

　寄せられた声だよ。

 皆さんのいろんな声を

　　待ってるね～

　
〝
町
で
働
く
〟
こ
と
に
注
目
し
た
今

回
の
特
集
。
実
は
平
成
28
年
に
も
、
同

じ
テ
ー
マ
で
特
集
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
や
り
が
い
を
見
い
だ
し
、
真
摯
に

仕
事
に
向
き
合
う
そ
の
姿
は
、
10
年
前

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
方
と
同
様
に
、

と
て
も
格
好
良
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
、
農
業
や
起
業
に
取
り
組
む
方

の
紹
介
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

【
ご
報
告
】

　
〝
山
形
県
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
〟

に
て
、
本
紙
令
和
７
年
６
月
号
が
〝
広

報
紙
の
部（
町
村
部
）〟で
入
選
２
席
、〝
組

み
写
真
部
〟
で
入
選
４
席
を
受
賞
し
ま

し
た
。
同
号
で
は
、
大
沼
の
浮
島
が
国

指
定
名
勝
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
こ
と

に
ち
な
み
、
歴
史
や
区
民
の
思
い
な
ど
を

特
集
し
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
受
賞
で
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。  

岡
﨑　
陽
果

皆さん、いつも
ありがとうございます

春夏秋冬

Instagram ▶ホームページ▶ 町公式ホームページ内 “ まちの写真館 ” および町公式 Instagram には、
本紙の記事に関連した写真や動画を掲載しています。ぜひご覧ください

平
成
28
年
12
月
号
は
こ
ち
ら

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
▼

スライヴィングベース


